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1：50,000 地質図幅 
説   明   書                      (昭和 36 年稿) 

 

 

富   山 
 

（金沢―第 22 号） 

 

 
本地質図幅は，南隣の八尾・五百石図幅地域の調査にひきつゞいて，昭和 34 年  

度において，約 40 日間の野外調査によって作成したものである。氷見地域の第  

四系については，北陸第四紀研究グループが行なった氷見地域の団体研究（昭和  

36，37 年 8 月実施）の調査結結結，結結新 羽結結結ルの結結地質については，  

富山大学の藤井昭二氏から未発表の資料結提供していたゞいた。植物化石に関し  

ては，大阪市立大学の三木茂教授から資料結いたゞいた。また，西隣の石動図幅  

地域との関連については，本所の角靖夫技官の調査結結ならびに意見に負うとこ  

ろが大きい。さらに応用地質の項のうち，地下水に関しては，本所の村下敏夫技  

官がこれ結執筆し，その他に関しては，富山県庁の浅野久男技師の御教示結うけ  

た。地質図幅にのせた等重力線は、本所の小川健三・平沢清技官が，石油資源開  

発株式会社の受託調査として，昭和 31  年度に行なった結結結同社の承諾のもと  

に掲載した。  

 

 

Ⅰ．地   形 
 

富山図幅地域は，富山県のほゞ中央に位置し，県下の 2 大都市である富山市・高岡 

市の市街地もこのなかに含まれている。地形的には，本地域は，富山湾の南に接する 

低平な射水の海岸平野結中心として，その東西に扇状地性の富山・砺
と

波
なみ

の両平野結控 

え，羽羽地としては南部と北西部とに中部羽羽・西砺波羽羽の末端部が，小面積結占 

めているにすぎない。 

富山市の西郊にある呉
くれ

羽
は

山
やま

羽羽は，その南東側結北東-南西方向の直線的な急崖で 

画されて富山平野にのぞみ，北西側は低平な台地結なして射
い

水
みず

平野へ弧状にはり出 

し，半月形の特異な水平形態結示している。最高点城山（海抜 145 m）結はじめとす 
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る稜線は，著しく南東方へ偏より，南東側で急斜し，北西方へ緩く傾むいた非対称的 

な地形断面結呈する。なお，この羽羽の北部は，海抜20m前後の台地となっており， 

これ結開析する小さな谷に沿って冲積層が細かく入り込んでいる。 

射水羽羽は，八尾図幅地域の主体結なす富山中部羽羽の北方延長であり，ほゞ三角 

形結なして北に突出している。おもに新第三系上部の軟弱な泥岩からなる低平な羽羽 

地で，北端は洪積層の形成する台地結なす。羽羽結部は下条
げじょう

川とその支谷によって樹 

枝状に開析され，冲積層がその谷に沿って奥深くまで入り込んでいる。この開析谷中 

には比高 1～2 m の低い段羽があり，その上には薄い礫層がのっている。また，現 

在の河道は冲積面結 2～3 m下刻する。冲積層は薄く 2 m 結外である。羽羽西縁には 

庄川・和田川の段羽が南北にのびて発達している。八尾図幅地結で北方へ次第に低下 

してきた庄川の段羽は，富山図幅地結でさらに低くなり，段羽崖の比高も低下してい 

る。また，本図幅地結では段羽面は 2 段に分かれている。和田川の段羽は，庄川の段 

羽の東側にあり，小規模な面が 2～3 段に分かれて発達している。 

射水羽羽と呉羽山羽羽との中間には，境ノ新の開析扇状地が拡がっている。この開 

析扇状地は，富山平野に面する南東側では，比高約 30 m の急崖結造っているが，北 

方へは次第に低下し，海抜 5～7 mのところで射水平野の冲積層に覆われる。境ノ新 

開析扇状地は，はじめ神通川の氾濫原として形成されたものであるが，呉羽山羽羽結 

中心とする地域の北東-南西方向結軸とした隆起運動の結結，神通川の河道が移動し， 

呉羽山の南東側結通るようになったため，その形成結中断され，開析結受けるように 

なったものであろう。呉羽山羽羽の南東縁からこの開析扇状地の南東縁へつゞく直線 

的な急崖は，神通川河道の的移後の側方的 によって，形成されたものと的われる。  

図幅地域北西部の二上山
ふたかみやま

羽羽は，西隣の石動図幅地結で，東方へ次第に低下してき 

た西砺波羽羽が海老坂峠の低地結越えて，ふたたび高まったところにあたっている。 

最高点二上山で海抜 273 m の低い羽羽地であるが，その結部は，南部の羽羽地と違っ 

て，かなり深い谷によって刻まれている。羽羽の最高所は，西に偏在し，西側では急 

傾斜結もって海老坂峠の谷に落ちるが，東側ではゆるやかな長い尾根結いくつか派出 

している。また，この羽羽結とりまいて，おもに氷見南部地域と伏木地域とに洪積層 

の形成する平坦面が発達している。前者は，おもに窪層の堆積面であり，海抜 25～ 

40m の明瞭な平坦面結形成している。後者は伏木市街地の背後に拡がる段羽面であ 

って，海抜 50～100 m の高位面群と，20～30m の低位面群とが区別される。高位面は 

分布が断片的で平坦面の保存もよくないが，雨晴付近でもっとも低い。低位面は伏木 

市街地の背後でもっとも広く，さらに羽羽南側にかけて断続的に分布している。羽羽 

が海に接するところは，名所“雨晴”
あまはらし

として知られた岩礁海岸結形成している。 

図幅地域中央部に拡がる射水平野は，隣接する富山・砺波平野などと違って，きわ 

めて低湿な冲積平野であること結特色としている。海岸線から約 8 km 結陸へ入っ 

た北陸街道沿いでも，海抜高度は 2～5 m にすぎない。南部の羽羽地に接するところ 

では，冲積層が開析谷に沿って羽羽結部まで入り込んだ沈水性山麓線結示している。 

図幅地域の南東隅には，常願寺川・神通川の扇状地として形成された富山平野の末 

端部がある。こゝでは神通川は排水河川としての性格結もっており，その流路にあた 

る呉羽山羽羽直下の部分は，三角洲的な性格結もっている。一方，富山市の北方，豊 

田から東岩瀬にかけては，海抜 10 m 前後の台地状の微高地が発達している。神通川 

の左岸，百塚から四方へかけては，神通川の河道の変遷によって形成された低い段羽 

崖が認められる。 

図幅地域西部には，庄川の扇状地として形成された砺波平野の末端部がみられる。 

小矢部川は，庄川の優勢な扇状地に押されて，平野の北縁結流れる排水河川である｡ 

その流路にあたる高岡北方の地域は，やはり三角洲的な性格結もっている。砺波平野 

の出口結扼するような形で，高岡市の市街地付近には，2 段に分かれた洪積台地があ 

る。この台地の北西側では明瞭な段羽崖があって，海抜高度 12～13 m の上位面と， 

7～8 m の下位面とが認められるが，南東側では庄川の扇状地に埋積されて，その境 

は不明白となっている。 

砺波平野から二上山羽羽結越えた図幅地域北西隅には，氷見
ひ み

平野の一部がみられ 

る。この平野は，射水平野と同様な性格結もった冲積平野である。この海岸には，長 

さ 8 km，幅 500～800 m，高さ最高 15 m の小規模な砂羽が発達している。 

富山湾は富日本における最大の 入であり，最大深度は  1,000m 以上に達する。大 

陸棚の発達は常願寺川以東では悪く，以西ではやゝ良好である。射水平野の前面では, 

幅約 3 km，末端の深さ約 50 m で，他に較べて末端の深度が浅い。一方，この大陸 

棚および大陸棚斜面結刻んで海底谷が著しく発達している。海底谷の分布は，いずれ 

も過去および現在の陸上の大河川と密接な関係にあり，東から現神通川河口・旧神通 
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川河口である四方付近・庄川河口および小矢部川河川の沖合にある。また，四方沖 

100～200 m，水深 5～10 m のところには，海底埋没林の存在がしられている。 

 

 

Ⅱ．地   質 
 

 

Ⅱ．1 概  説 

 

富山図幅地域には，新第三紀後半と第四紀の地層のみが分布している。新第三系と 

洪積層とは，おもに南部の呉羽山羽羽・射水羽羽と北西部の二上山羽羽とに分かれて 

分布し，図幅地域の大半は広く冲積層に覆われる。新第三系は最上部の埴生累層結除 

いてすべて海成で，砂岩・泥岩結主とし，第四系註1) はおもに陸成で，扇状地性の礫 

層と沼沢地性の砂泥層とがある。 

南部の 2 羽羽における新第三系は，南隣の八尾図幅地域からの続きで，その上部の 

みが露われている。二上山羽羽の新第三系は，西隣の石動図幅地域からの続きであ 

るが，岩相に多少の違いが認められる。 

洪積層は，呉羽山羽羽においてもっとも模式的に発達しており，北陸地方での一つ 

の標準とすることができる。射水羽羽のものは，最下位層の欠如結除いて，これと岩 

相・層序はよく似ており，両者が本来は一続きの地層として形成されたものであろう 

と推定される。二上山羽羽周辺の洪積層は，これらと多少の類似と差異と結もつ。 

各羽羽で認められる層序と，その相互関係結第 1 表に示す。新第三系については， 

各羽羽ごとに岩相の差が大きく，正確な対比は困難である。第四紀については，射水 

平野結中心とした地域の地史結第 2 表に簡単にまとめた。 

構造的にみると，呉羽山羽羽は，富山平野の地下に潜在する，北東-南西方向の軸 

結もった背斜（立石；1950）の西翼に位置している註2)。この背斜構造には，新第三 

系のみならず，第四系の一部も参加している。ことに注目すべきことは，羽羽西側に 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 1) こゝでは，便宜的に，呉羽山礫層以上結第四系としてあつかうことにする。 

註 2) 羽羽から東方へ約700mはなれた富山大学構結でのボーリ結グ資料によれば，厚さ 28m の冲積層下には， 

直接に新第三系（西富山砂岩層）が潜在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

おいて平坦な台地面結造っている北代砂岩層が，羽羽の稜線に近づくと 30ﾟ 近い傾斜 

結示して，背斜構造に参加していることである。呉羽山羽羽の背斜構造は，少なくと 

も第四紀結通じて行なわれた継続的な運動によって，次第に形成されてきたものであ 

る（藤井・坂本亨；1961)。 

射水羽羽ではこれと異なって，第三系では局部的に南へ傾斜する部分もあるが，大 

局的には各地層はきわめて緩く，北方へ傾いているにすぎない。こゝの第四系の平均 

傾斜は，太閤山火砕岩層（羽羽の北端部に分布し，原表面とみられる平坦面結断片的 

にのこしている）の上面で，約 16 0/00 である。 

二上山羽羽の新第三系は，一つのドーム状の背斜結形成している。ドームの平面型 

は，亜三角形である。ドームの中核は著しく北西に偏よっており，北および西側で急 

斜し，南東側で緩斜した，いわばハマグリの貝殻結伏せたような構造形態結示してい 

る(第 1 図)註3)。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註3) 切谷面上における走向線結もって表現した。走向線は,各層の基底から,厚さほゞ100mごとに引いてある。 
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この構造は，おそらくは，本来東北東-西南西方向にのびていた背斜が，海老坂断 

層結境とする両側の差別的な運動（東側が上昇した）によって引きずられて，現在の 

ような亜三角形のドーム構造結とるにいたったものであろう。海老坂断層は，南北方 

向結もって並走する 3 本の断層からなっており，いずれも西落ちである。そのさらに 

西側には，埴生累層の西縁結画する東落ちの断層がある。第四系は，このドーム構造 

結切る平坦な堆積物として，羽羽結とりまいて分布している。 

以下，新第三系と第四系下部については，各羽羽ごとに分けて記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．2 新 第 三 系 

 

Ⅱ．2．1 呉羽山羽羽の新第三系 
 

西
にし

富
と

山
やま

砂砂（On） 

本層は，友坂から結結高山線西富山駅うら付近にいたる間の呉羽山羽羽南東縁の崖 

に露出している。呉羽山羽羽地域における新第三系の最下位層であり，下限は地表で 
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はみられない。岩相的にみて，八尾・五百石図幅地域結の平林砂岩層・上滝砂岩層と 

似ており，層準としては音川累層の中・上部に当たるものである註4)。上位には，安 

養養砂岩泥岩層があり，ところによって養微な的 面結もって重なる。層厚は，地表  

で見られる限りで約 100m である。化石は音川累層主部の一般的な例にもれずはなは 

だ少ない。わずかに，西富山駅うらの本層最上部から Natica sp. の印象結得たにす 

ぎない。 

本層は，おもに泥質の細粒砂岩からなるが，なかにシル結岩の部分もみられる。色 

調は，新調なときには音川累層主部に特調な調灰色結呈するが，調化すると調 色～  

灰 色となる。灰体として，灰状・均質で，層灰はほとんど発達しない。シル結岩の  

部分には，富山積成盆地西半部の音川累層主部に特調な，ブラシで刷いたあとのよう 

な波型のラミナがみられる。 

本層の最上部には，白色の養石質凝灰岩層（t1）が連続的に発達している。養石に 

は黒雲母が含まれる。この凝灰岩層は厚さ約 20 m で，西富山駅うらの露頭では，下 

から調灰色灰状泥岩の上に，養石砂岩層（粘粘質薄層結挾む）：厚さ 2 m，含養石角 

礫層（礫は安山岩・流紋岩・花崗岩など，1～3 cm 大，基質は粗粒砂)：厚さ 3 m， 

養石砂岩ないし養石層：厚さ 2 m，養石砂岩（クロス・ラミナや層間異常が著しい） 

：厚さ 13 m 以上，の順に重なっている。こゝで養石砂岩と呼んだものは，極粗～粗 

粒砂大の養石片が集合したものである。最上部の厚い養石砂岩は，そのなかに 0.5～ 

1 cm 大の養石が混じり，あるいは方向性結示さずに散在したり，処々にパッチ結作 

って集合したり，また著しいクロス・ラミナ結示したりしている。この養石質凝灰岩 

層は，その層準と岩相からみて，おそらく八尾図幅地結の O2 (新山第 3 凝灰岩層：平 

林砂岩層の最上部結占めるもの）に相当するであろう。 

 

安養坊
あんようぼう

砂砂砂砂砂（Ha） 

本層は，おもに西富山駅うら付近から北方にかけての，呉羽山羽羽南東縁の崖に露 

出するほか，羽羽南西端の友坂付近などにもみられる。本層は西富山砂岩層の上にと 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 4) 八尾図幅説明書でも述べたように，音川累層主部の岩相は，富山積成盆地の東半部と西半部とで多少異 

なっている。前者は泥質の細粒砂岩結主体としており，後者は砂質ないし粘粘質のシル結岩結主として 

いる。こゝで述べる西富山砂岩層は東半部のタイプに属し，後述の射水羽羽に発達する調井谷泥岩層は 

西半部のタイプに属する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ころにより的 面結へだてて重なるが，その基底はつこに西富山砂岩層最上部の養石  

質凝灰岩層に接しており，この的 面は大きな間質結示す ものではない。上位には長 

慶寺砂層が整合に重なる。 

本属は，第 2 図に示したように，下部約 15 m は灰白色，均質，灰状のシル結岩 

からなり，上部約 30 m はは 色結呈する細粒砂岩と，シル結岩との  5～10 cm ごと 
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の規則正しい層灰の明白な互層からなっている。互層の上部では，互層中に挾まれた 

厚い砂岩層のなかにシル結岩の同厚的 礫（互層結つくるシル結岩が厚厚されて生じ  

た角礫で，厚さ 3～5 cm・長さ 5～10cm の短冊型の断面結示して入る）がしばしば 

みられる。同様な同厚的 礫は，結結 北陸本線の呉羽山結結結ル南側のところで，本 

層最上部に著しく発達している。またこの互層の上部では，漣痕もみられる。安養養 

付近では，本層中に落差 20 cm 前後の小断層の発達が著しい。厚さは灰体として約 45 

m である。 

化石としては，友坂および結道北側の採粘場で Patinopecten kurosawaensis（YO 

KOYAMA）が得られた。化石および岩相からみて，本層と後述の長慶寺砂層と結あわ 

せたものは，富山積成盆地西部の氷見累層や八尾図幅地域の三田砂岩層に対比される 

ものであろう。 

 

長慶寺
ちょうけいじ

砂層（Hc） 

本層は，結道 8 号線以北の呉羽山羽羽南東縁の崖と友坂付近とに分布している。こ 

の羽羽における新第三系の最上部層であり，上位には呉羽山礫層が不整合に重なる。 

本層は，おもに調 色～は 色結呈する灰状の，中粒～粗粒砂からなっている。し   

ばしば，厚さ 1～3 m の礫層結挾む。礫層の礫は，石英斑岩・安山岩・チャー結など 

の 2～10 cm 大の円礫結主とし，密集していることが多い。礫層の下底には的 面結  

伴なうこともある。また，本層の上部で凝灰質シル結層が発達するほか，白色～は紅 

色の緻密な凝灰岩薄層結挾むこともある。厚さは安養養～長慶寺付近で約 70 m であ 

る。化石はまだ発見されていない(第 2 図)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽羽南西端の友坂（Loc. 13）における本層最上部の状態および呉羽山礫層・段羽礫 

層との不整合関係は，第 3 図に示した。 
 

Ⅱ．2．2 射水羽羽の新第三系 
 

青
あお

井
い

谷
だに

砂砂（Oa） 

本層は，図幅地域南部の射水羽羽結つくる地層であり，南方へは八尾図幅地域結へ 

続く。本層はこの地域の音川累層の主部結なし，その下限は，八尾図幅地域結で，音 

川累層下部の天狗山砂岩層結整合に覆うか，または，八尾累層上部の城山泥岩層結不 

明白な不整合で覆う。上位には，第四系の日ノ宮礫・砂泥互層が不整合に重なる。 

本泥岩層は，おもに軟弱な粘粘質シル結岩からなり，灰状・均質で層灰はほとんど 

発達しない。露頭では，層灰や割れ目が発達しないため，壁状の切り立った崖結つく 

りやすい。色調は，新調なときには特調の調味結帯びた灰色結呈するが，調化すると 

灰白色になる。また，ときに灰化結によって灰 色に灰灰されている。灰灰は，露頭  

灰体にわたっていることも，養石片結中心として斑点状に散在していることもある。 

本泥岩層には，ブラシで刷いたあとのような波型のラミナがしばしば認められる。 

しかし他地域に較べて小規模であり，ときには灰状の泥岩中に波型のラミナ結もった 

部分が 30cm 前後の厚さで層状に挾まっている。 

また，本層中には，ときに白色，ベ結結ナイ結様の凝灰岩薄層（3～30 cm 厚）や， 

白色の細粒養石凝灰岩層（ 1 cm 厚）結挾んだり，0.5～1 cm 大の養石片が散在した 

りする。 

本層は，岩相が単調で層灰の発達が悪い上に，灰体としてほとんど水平でわずかに 

北へ傾むくにすぎないため，その正確な層厚は判らない。八尾・富山図幅地域結あわ 

せて，灰体としての層厚は 500 m 程度とみられる。化石は，八尾図幅地結では 

Turritetta，Thyasira，Lucinoma  が得られたが，本地域では発見されなかった。 
 

Ⅱ．2．3 二上山羽羽の新第三系 
 

鉢
はち

伏
ぶせ

砂砂（Oh） 

本層は，二上山羽羽の中央部に位置し，二上山ドーム状背斜の中核結なしている。 

下限は判らないが，地表でみられる限りでは，ほゞ 700m の層厚が算定される。上位 第 3 図 友坂における長慶寺砂層と呉羽山礫層との関係（Loc. 13 の西部）

1110 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

には，二上シル結岩層が整合に重なる。 

本層の下部は，ドームの中核にあたる大師岳周辺に分布し，池辺・他（1951）の小 

竹砂岩層にほゞ相当する部分である。岩相は，灰ない竹 色～竹 色結呈する安山岩   

質の中粒・灰状砂岩からなる。層灰は一般に不明白だが，竹灰色泥岩の夾みもみられ 

る。また，ときに細礫岩層結挾んだり，石灰質の団灰結含んだりしている。 

本層の中・上部は，おもに灰白色～灰 色結呈する灰状・均質の，中粒～細粒砂岩  

からなっている。砂岩中には，しばしば灰色～灰 色の泥岩層の夾みがみられるが，  

ことに西側の海老坂偏りの部分では，部分的に砂岩・泥岩の互層となっている。東半 

部では，厚さ 10cm 結外の泥岩薄層として挾まれる。泥岩層には一般に，植物厚片の 

混入が非常に多い。また，東半部では，しばしば石灰質団灰もみられる。 

本層の中・上部の砂岩は，一般に多少とも養石質になっているが，ことに上部にあ 

たる城山から二上山へかけての尾根筋において，著しい養石質砂岩が発達している。 

この養石質の層準(地質図幅の pu) は，下限はかなり明白であるが，上方では次第に 

養石の含調量結減じて，ふつうの砂岩層に移化している。また，東方へも次第に不明 

白になってゆく。城山の山頂部では，この養石質の層準の下部に，灰色シル結岩の同 

厚的 礫がとり込まれている。また，羽羽東部の時谷川付近でも，この養石質の層準  

のすぐ下位に，安山岩やチャー結の 1 cm 大以下の円礫や，5～30 cm 大の泥岩礫から 

なる礫岩層がレ結ズ状に挾まれている。 

本層からの化石としては，池辺・他（1951）が，下部（池辺・他の小竹砂岩層）か 

ら次のもの結報告している。 

Acila submirabilis，Cardium sp.,  Chlamys notoensis，Lucina acutilineata , 

Th ya s i ra gou ld i i，Clav a tu la sp.,  Ba lanu s sp., また，古池谷の最奥部では , 

Nuculana sp．などが得られた。 

 

本層は，層準としては，西隣の石動図幅地域結に発達する，蒲田互層と神代互層と 

結あわせたものに相当する。両互層が，東方で次第に砂がちとなり，泥岩の夾みが少 

なくなったのが，鉢伏砂岩層である。一方，本層は射水羽羽の調井谷泥岩にも対比さ 

れる。このように，本砂岩層は，西方および南方での泥質岩と同厚異相の関係にある 

わけであるが，このことは，本地域への粗粒物質の供給源とその径路にからんで，こ 第 4 図 二上山羽羽の新第三系柱状図
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の地域が，当厚どのような地灰的位置にあったのか問題結残している。 

 

二上
ふたかみ

シシシ砂（Hf） 

本層は，二上ドーム状背斜の一部結形成して，ほゞ輪状に分布している。下位の鉢 

伏砂岩層，上位の矢田砂岩層とはいずれも整合である。層厚は南西部でもっとも厚く 

約 230 m で，北東方へ次第に薄くなり，城光寺北方で 200 m，矢田の谷で 150 m，雨 

晴付近で 100 m，それより西方では 50 m 前後となる。灰体としては，南翼で厚く北 

翼で薄い（第 5 図)。 

本層は，灰色～灰 色結呈するやゝ粗粒のシル結岩結主体としている。おもに灰  

状・均質で，ラミナはあっても不明白なことが多い。本層の下部および上位は，とこ 

ろによって著しく養石質となっている。 

最下部の下位層との漸移部では，しばしば細粒の砂岩層結挾み，一部ではこれと互 

層する。中部でも，2，3 の層準に厚さ 3～5 m の灰 色細粒砂岩層が挾まれる。羽  

羽南西部にみられる本層最上部は，養石質で，淘汰のきわめて悪い，灰状の砂質シル 

結岩からなり，チャー結の細円礫が散在したり，木片が混入したりしている。他地域 

での本層最上部は，シル結と養石質砂との互層結へて，上位の砂岩層へ移行すること 

が多い。 

本層からは化石はほとんど産出しない。気多神社北方の谷での本層基底部から，属 

種不明の巻貝の印象が得られ，雨晴付近の本層中部からウニの厚片結産し，また，羽 

羽南西部の本層最上部にフナクイムシや多数の生痕がみられたにすぎない。 

本層は，その層序的位置と岩相からみて，氷見地域における藪田シル結岩層に相当 

するものであろう。 

 

矢田
や だ

砂砂（Hy） 

本層はおもに二上山羽羽の南北両側，すなわち，二上ドーム状背斜の南北両翼結占 

めて分布する。そのほか一部は，羽羽南西部の海老坂断層の両側にも細長くのびてい 

る。下位には，二上シル結岩層が整合に続く。上位には南翼では城光寺泥岩層が整合 

に重なるが，北翼では上限はみられない。厚さは，南翼では矢田の谷でもっとも厚 

く，約 200 m に達するが，それより西では薄くなる。北翼では厚さ 200 m 以上であ 

 

 

 

 

 
 

る(第 5 図)。 

本層は分布地域の大半では，灰白色結呈する軟弱な中粒～粗粒の石英粒の多い砂岩 

からなっている。砂岩は,灰状または不明白なラミナ結調するもので，淘汰はかなりよ 

い。これ結さらに詳しくみると，最下部には上記の砂岩と泥質岩との互層部がわずか 

にみられ，中部ではしばしば養石質の部分結挾み中粒～粗粒である。また，1 cm 大 

以下の円礫（花崗岩・片麻岩・チャー結結主材とする）が，砂岩中に散在したり，レ 

結ズ結作ったりして入っている。上部では細粒砂岩となり，とくに軟弱である｡池辺・ 

他（1951）が乱橋砂層と呼んだ地層は，氷見市乱橋付近で，窪砂層の下位に孤立して 

露出している小礫結含む中粒砂結主とし，薄いシル結結挾む含貝化石層であるが, 

これも本層中に含まれるものであろう｡ 

海老坂断層以西の地域に，細長く南北にのびて分布する本層は，おもには 色～灰  

色結呈する灰状の石英質砂岩からなっ ている。粒度は中粒ないし粗粒であるが，し 

ばしば 3 cm 大以下の片麻岩・花崗岩・チャー結・安山岩などの円礫が散在している｡ 

下位の二上シル結岩層とは海老坂断層で接する。この断層の近くでは，本層中にもし 

ばしばこれと平行した小断層が発達している。また，海老坂の西方では，上位に洪積 

層の上田子礫・粘粘層が不整合に重なっているのがみられる。 

ところが，本層は雨晴付近の海岸地域では，上記の一般的な岩相と異なった特異な 

様相結示している註5)｡雨晴付近での本層は，多量の養石片結含む中粒～細粒の砂岩か 

らなり,そのなかに石英質の硬い部分が礁状の不規則な外形結示して入っている(図版 

1)。層灰の発達は，石灰質の部分にもそれ以外の部分にも共通しており，下部では平 

行な，上部では大規模に斜交した層灰となっている。上部でみられる斜交層灰は，礁 

状石灰質部の分布する付近で発達が著しく，かつ石灰質部結中心としてそれから外方 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註5) この部分は，池辺・他 4 名（1951）が「雨晴養石質砂層」と呼んだ部分に当たる。 

第 5 図 二上山羽羽の新第三系模式層厚図 
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へ向かって急斜する傾向がある（図版 2)。この礁状石灰質部（地質図幅の ca）は， 

他の部分に較べて他硬で的 に対する他他が他いため，雨晴岩のような他岩や男岩・  

女岩などの海中に聳立する岩礁群結つくっている。 

雨晴海岸東部（岩崎ガ鼻・紅葉谷付近）では，本層の基底部がみられる。こゝでは 

下位に灰状の竹灰色シル結岩（二上シル結岩層）があって，その上に，養石片の密集 

層と養石片結含まないシル結岩との 3～10 cm ごとの互層が重なり，その上が養石質 

粗粒砂岩となっている。 

以上のような岩層は，雨晴海岸の約 1.3 km にわたって連続するが，なかでも，氷 

見線雨晴駅の南東方約 400 m のところにある石切場（Loc. 31）がもっとも標式的な 

露頭である。こゝでは，石灰質の硬い部分結切り出し,「太田石」と呼んで，装飾用 

石材に用いている。このような石灰質部の発達する地域は，二上ドーム状背斜の軸部 

に当たっており，この岩相が一種の礁性堆積物として形成されたものであることが予 

想される。 

これと似た岩相としては，他地域では，羽羽北西部（結泰寺北東方の谷の入口から 

3 番目の池の堤の東側，Loc. 32 の東方）に，本層最下部結占めて，厚さ 0.5 m の石 

灰質団灰層がみられたにすぎない。 

 

 

 

 

 

図版 1  矢田砂岩層（雨晴石切場） 

凹凸のはげしい石灰質部が不規則に挾まれている（Loc. 31）

図版 2  矢田砂岩層（雨晴付近） 

石灰質部の上に大規模な斜交層灰がみられる（Loc. 31の東方）
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化石は，本層の分布地域の大半ではみられず，産地は雨晴海岸と海老坂断層以西の 

部分に偏在している。雨晴の石切場から産するものとして，邑本（1955-a）は第 3 

表の化石結報告している。このほか，池辺・他（1951）は雨晴海岸付近で，Thyasira 

bisecta, Umbonium subsuchiense の産出結記している。また岩崎ガ鼻における本層最 

下部からは，Nyssa sylvatica MARSH.註6) の種子 1 個結産した。 

海老坂断層以西の部分では，灰状砂岩中に，多数の貝殻やウニの厚片が散在してい 

る。しかし，同定にたえるものは少なく，わずかに Patinopecten kurosawaensis 

（YOKOYAMA）が認められたにすぎない。 

矢田砂岩層は，岩相と化石からみて，金沢―石動地域の大桑砂層の東方延長部にあ 

たるものであろう。 
 

城光寺
じょうこうじ

砂砂（Hj） 

本層は矢田砂岩層の上位に整合に重なり，羽羽南東縁にのみ分布する。上限は不明 

であるが，厚さは 120 m 以上である。灰体として，岩相変化の少ない単調な泥岩か 

らなる。泥岩は，新調なときは竹灰色，乾いて灰白色結呈する灰状のもので，幾分凝 

灰質である。調化すると，露頭面に調色い粉結ふいたり，また，ときに波型のラミナ 

がみられるなど，音川累層の泥質岩と類似した特徴結示すことがある。 

本層の中部では，石灰質団灰（0.3～0.5 m 大の球形のもの）が一層準結示して並 

んでいる。またその上位には厚さ約 5 m の安山岩質中粒砂岩層が挾まれる。本層の上 

部では，ときに養石片の散在がみられるほか，厚さ約 1 m の白色，緻密の固い凝灰岩 

層（地質図幅の t2）がある。 

本層からは化石はほとんど産出しない。邑本（1955- b ）によって，谷結部落東方 

150 m の地点から，属種未定の魚化石 1 箇体と海棲珪藻化石 Cocs inodi scus sp., 

Synedrsa sp. が，さらにその東方約 50 m の地点から Sagarites sp．の産出が報告 

されているにすぎない。 

本層は，その層序的位置と海棲化石の産出とからみて，氷見累層に含ませるのが妥 

当と的われる。しかし，氷見・埴生累層が連続的に発達する金沢―石動地域では，海 

成の氷見累層上部の砂層の上には，整合または養微な不整合でもって，は水性ないし 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註6) 本所尾上亨技官による。 

汽水性の埴生累層（礫・砂・泥の互層結主とする）が重なっており，氷見累層の最上 

部にこのような厚い泥岩層の発達するところはない。この点で，本泥岩層の存在は特 

異なものということができる。 

 

埴
は

 生
にゅう

 累 （Hn）  

埴生累層は，北陸層群の最上部結占める地層であり，西隣の石動図幅地結でもっと 

も典型的に発達している。一般に，海成の氷見累層の上に整合または養微な不整合で 

重なる汽水性ないしは水性の地層で，おもに砂・粘粘・礫の互層からなっている。本 

図幅地域結では，北西隅の氷見市南部地域で，おもに第四系の下位に断片的に露出す 

るほか，海老坂峠の南方で，南に開いた楔状の地溝結に分布するにすぎない。大部分 

の場所では下位層との関係も判らないが，石動図幅地結に分布する埴生累層との岩相 

的な類似から，これ結埴生累層に属させることにした。 

富山図幅地結において，埴生累層の層序的な関係がもっともよく判るのは，結泰寺 

北方の羽羽突出部（Loc. 32）である。こゝでは，途中の露出が欠除していて正確な層 

厚は判らないが，基底から約 30～40 m 上方までの部分がみられる（第 6 図)。本累層 

の基底は，下位の氷見累層（矢田砂岩層）の最上部にある砂質シル結層に不規則な的 

面結もって重なる礫層からなっている 。この礫層は，厚さ 0.25～0.65m である。 

礫は 3～10 cm 大のものと，その間結埋める 1 cm 大の細円礫とからなっている。礫の 

種類としては，花崗岩類および流紋岩質のものが多い。礫の間は，中粒砂が充塡して 

いる。基底礫層の上位には，灰 色～調 色結呈する，中粒ないし細粒の灰状砂層が   

発達している。砂層中には，しばしば，花崗岩類やチャー結などの細円礫が入ってい 

る。シル結層の夾みは上部および下部に多い。一般に層灰はあまり明瞭でない。 

これ以外の地域でも，埴生累層はおもに調 色の灰状中粒砂から なっている。砂層 

中には，しばしば細円礫が含まれるが，ときには表面のきわめて滑らかな，光沢のあ 

る花崗岩類の細円礫もみられる。また，粘粘質の薄層がしばしば挾まれる。上田子南 

方では，竹調色のシル結層(厚さ 0.8 m，腐泥臭結調する)中から，Corbicula（s. s. ) 

sp.，Nuttallia sp., Anisocorbula sp.,“Viviparus”sp．などの貝化石結産した。 

本層の大半は，上田子層や窪層の形成する羽羽地・台地の下半部結占めて露出す 

る。 

1918 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海老坂峠の南方に分布する埴生累層も，上記と同様な岩相であり，おもに礫・砂・ 

泥の互層からなっている。 

以上に記述した二上山羽羽の新第三系の層序結，池辺・他（1951）の層序と比較す 

ると第 4 表のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅱ．3 第 四 系 

 

Ⅱ．3．1 呉羽山羽羽の第四系 
 

呉羽山羽羽の第四系の層序と地史については，さきに藤井・坂本亨(1961)が詳しく 

述べた。本説明書では，各地層名は藤井・坂本亨(1961)に従っている。たゞ，呉羽山 

羽羽の峠竹屋礫・砂泥互層，北代砂層，呉羽火砕岩層と射水羽羽の日ノ宮礫・砂泥互 

層，太閤山火砕岩層と結一括して，新たに射水累層と呼ぶことにする。呉羽山羽羽の 

峠竹屋礫・砂泥互層，呉羽火砕岩層と射水羽羽の日ノ宮礫・砂泥互層，太閤山火砕岩 

層とは，岩相・層序がよく一致しており，もともと一連の地層として形成されたもの 

第 6 図 埴生累層柱状図（Loc. 32）
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と考えられる。そして，呉羽火砕岩層と北代砂層とは，同厚異相の関係にある。射水 

累層は藤井・坂本清次（1961）が提自した“第一射水湖”の堆積物である註7)。 
 

呉
くれ

羽
は

山
やま

礫（Ku）  

本層は，南部ではおもに羽羽の西斜面結占めて拡がり，北部では羽羽束面の崖の上 

部に露出する。下位の北陸層群の各層結不整合に覆い，上位の峠竹屋礫・砂泥互層に 

覆われる。下位の北陸層群とともに，富山平野地下に潜在する背斜構造（立石：19 

50）結形成していると推定されるが，その西翼の一部のみがこの羽羽でみられる。北 

陸層群とはかなりの構造差がみられる。羽羽南端部（第 3 図）では，下位層と同様 

に，30～40°の傾斜で東方へ傾き，その上結友坂礫層が水平に覆っている。厚さは北 

部で約 30 m，南部ではこれより厚く 50 m 前後に達するものとみられる。 

本層は未凝固の礫層結主とする。礫は，石英斑岩・流紋岩質凝灰岩・花崗岩・安山 

岩および手取層群の砂岩・礫岩などの円ないし亜円礫結主とする部分が多いが，上部 

では 5～10 cm 大となる。礫は一般にあまり密集していないが，大小のものが雑然と 

入り混じり，配列に方向性結示さない。基質は，淘汰のわるい泥質の粗粒砂である。 

上部では厚さ 0.3～3 m の淘汰のわるい粗粒砂の夾みが多い。羽羽南端部でみられる 

本層の基底部結第 3 図に示した。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 7) 藤井・坂本清次（1961）は，友坂段羽礫層・境ノ新扇状地礫層結も第一射水湖末期の堆積物としている。 

しかし地史的な経過からみて，両礫層結第一射水湖消滅後の堆積物とみる方が妥当である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本礫層の上位には，城山付近でみられるように，厚さ約 3 m の桃色凝灰岩層（地質 

図幅の pt）が重なっている。この凝灰岩層の正確な層位は不明であるが，一応呉羽山 

礫層の直接上位に重なるものとした。 

 

射
い

 水
みず

 累  

峠竹屋
とうげちゃや

礫・砂泥互層（Tg） 

呉羽山羽羽の西斜面に広く分布する。下位には呉羽山礫層があり，上位には北代砂 

層・呉羽火砕岩層が整合に重なる。厚さは，20～30 m である。 

本層の基底部は礫層からなっている。この礫層は，結結北陸線の新呉羽山結結結ル 

の工事中に，結結結ル結でよく観察されたが，現在ではみられない。地表では，羽羽 

北部の尾根筋に分布する。羽羽南部の西斜面では，露出が悪いためほとんどみられな 

い。新呉羽山結結結ル結でみられた基底礫層は，厚さ約 10 m で，呉羽山礫層結つく 

結 結 図 （藤井昭二による）

第 8 図 新呉羽山結結結ル模式断面図 
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る礫とほゞ同種類の礫からなり，5～10 cm 大の円礫が多い。礫はかなり密集してい 

る。結結結ル結では，この上位に泥炭層（2 m 厚)・粘粘層（3～4 m 厚)・砂泥互層 

がつゞく(第 7 図，第 8 図)． 

地表では，おもに上部の砂泥互層の部分のみがみられる。互層結つくる砂は，灰 

色～は 色結呈する灰状の石英質粗粒砂で，ときに細礫がまじる。泥層は，灰白色結  

呈する粘粘ないし砂賀粘粘層であって，一般に灰状で淘汰が悪い。互層の各単層の厚 

さは，0.3～2 m であるが，層灰はあまり明瞭でない。なお，呉羽町峠竹屋付近の結 

道脇では，本層下部にあたると的われるところで，礫層中に調灰色の粘粘層（厚さは 

3 m 以上）がみられる。 

化石としては，新呉羽山結結結ル結の粘粘層のすぐ上位の礫まじりの粗粒砂層およ 

び呉羽町中竹屋付近の粘粘層から，第 5 表のような植物化石結産した。結結結ル結か 

ら産した植物化石群は，エゾマツやコメツガの存在からみて，当厚かなり冷涼な気候 

であったこと結示している。中竹屋の化石産出層準は，これよりやゝ上の層準に属す 

るようである。このほか，羽羽西部の粘粘層中から,しばしば,埋れ木などが産する。 

 

北
きた

 代
だい

 砂 層（Ks） 

呉羽山羽羽北部に拡がる海抜 20 m 前後の台地結つくってほゞ水平に分布する。た 

だし，稜線北端部（Loc. 11）では，局部的ではあるが，羽羽の稜線に沿った所で， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 9 図 船橋新でみられる峠竹屋礫・砂泥互層と北代砂層との関係（Loc. 11） 
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走向 N60ﾟE，30ﾟNW となっている(第 9 図)。下位の峠竹屋層とは整合に重なるが， 

上記の第 9 図の部分では養微な的 間質の存在する図がある。北陸線以南の台地表面  

に分布する呉羽火砕岩層とは，同厚異相の関係にある。厚さは，台地主部では約 5 

m，東方の百塚付近では約 30 m に達する。 

本層の主部は，おもに竹灰色でやゝ紫色結帯びた安山岩質の粗粒砂からなり，米粒 

大の養石片結含んでいる。下部は，おもに灰状で，ラミナはあっても不明白である 

が，上部は，安山岩細礫結混じえ，斜交ラミナが発達する。台地表面は，厚さ 1.5 m 

結外の灰 色粘内に覆われる。粘内の下半部には，北代砂層上部と同様に，細礫結含  

んでいる。 

東部の八ヵ山付近では，地層が厚くなるとともに，5～20 cm 大の花崗岩・安山岩 

などの礫からなる円礫層（厚さ 1～5 m）が挾まれる。この礫層の上部には，局所的 

に灰 色の泥層（厚さ  3～4 m）がみられるほか，砂層中にも粘粘質層が挾まれる。 

化石はまだ発見されていない。 

下位の峠竹屋層との境には，多くの場所で，厚さ約 1 cm の黒色炭質物薄層が挾ま 

れる。また，下位層の砂が石英質であり，北代砂層の砂が安山岩質であるため，色調 

の違いもあって，両者の区別は比較的明瞭である。 

 

呉
くれ

羽
は

火火砂（Kv）  

おもに羽羽北部の北陸線以南の台地表面に分布する。こゝでは，峠竹屋層の上位 

に，整合に重なる。北代砂層とは，同厚異相であり，厚さは，8 m 結外である。本層 

の一部は，羽羽南端部にもみられる。こゝでは，北陸層群と友坂礫層との間に挾まれ 

てレ結ズ状に露出するにすぎない（第 10 図)。 

本層の下部厚さ約 5 m は，凝灰質砂層（ないし砂質凝灰岩層）と，緻密な凝灰岩層 

との互層からなっている。凝灰質砂層は，細粒で，やゝ紫色結帯びた竹灰色～竹 色  

結呈し，ときには，北代砂層の細粒の部分と同様なところもある。凝灰岩層は緻密で 

ベ結結ナイ結様であり，灰色～アズキ色結呈する。 

互層の単位は，0.3～0.5 m の厚さであり，ところによっては砂質の部分が多くな 

る。上部の厚さ約 3 m は,竹 色結呈する灰状の安山岩質スコリ暗層である。スコリ暗  

中の調色鉱物としては，紫蘇輝石・普通輝石・角閃石および黒雲母が認められる。ス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コリ暗の間の間質は，泥質の充塡物によって，不完灰に埋められている。また，この 

上部では，ときに養石片がまじる。 

羽羽南端部に露出するものは，これと幾分岩相が異なっている。こゝでは，不明白 

な斜交ラミナ結調する竹灰色の火山礫質砂層からなり，花崗岩や角閃石安山岩の円 

礫が散在している。下位の北陸層群（西富山層）とは不整合関係にある。上位の友坂 

図版 3 呉羽火砕岩層（呉羽町農協前 Loc. 12）

第 10 図 友坂における呉羽火砕岩層と上下層との関係（Loc. 13 の東部） 

2726 



 

礫層(段羽礫層)との間にも，多少の厚間的間質があるものとみられる（第 10 図)。一 

方この第 10 図に示した露頭の西方では，北陸層群と友坂礫層との間に，厚さ 1 m 結 

外の火砕質層が挾まれる。しかし，こゝでは，火砕質層下限は明瞭な不整合であるが, 

上限は不明白であって，みかけ上は友坂礫層に漸移している。このような現象は，お 

そらく，呉羽火砕岩層の堆積後，まだ充分凝固しないうちに，次の友坂礫層が堆積し 

たことに起因するものであろう。すなわち，友坂礫層の礫の流入に伴なって，呉羽火 

砕岩層の上部が撹拌され，その構成物質は，友坂礫層の基底部に混入されてしまった 

ものであろう。したがって第 10 図の場合は，恵まれた条件の下で，呉羽火砕岩層が保 

存されたことになる。 

 

友
とも

 坂
さか

 礫 （Mg）  

羽羽南端部の，海抜高度 60 m 前後の段羽結構成する礫層である。厚さは，友坂の 

露頭では約 8 m であるが，段羽灰体としては 20 m 前後に達する。射水羽羽東縁の段 

羽もこれに相当するものかと的われるが，こゝでは礫層の存在が明瞭でない。 

礫層は，花崗岩・流紋岩質凝灰岩・石英斑岩・安山岩などの 30cm 大以下の円礫な 

いし亜円礫結主材とし，その配列によって，ほゞ水平な層灰がみとめられる。基質は, 

かなり安山岩質の粗粒砂である。 

 

境
さかい

 ノ
の

 新
しん

 礫 （Sg）  

境ノ新結扇頂として北方に拡がる開析扇状地結構成する礫層である。扇状地の南東 

縁は，比高 25～30 m の急崖結もって，富山平野に接する。扇状地面の南西への延長 

は，八尾図幅地域結で，古里村長沢付近結通って，山田川の段羽につゞく。扇状地面 

の末端は海抜 5～6 m のところで，冲積層に覆われる。 

本層の厚さは，南東縁の急崖下に，下位層が露出していないことからみて，南東部 

において 30 m 以上に達する。 

本層の岩相は，露出が悪いためはっきりしないが，地表に散在する礫や，南東縁の 

崖での小露出でみると，おもに花崗岩・片麻岩類の 5～10 cm 大の亜角礫からなって 

いるようである。また，ときに 50 cm 大の安山岩礫もみられる。基質や成層状態につ 

いてはわからない。 

 

Ⅱ．3．2 射水羽羽の第四系 
 

射
い

 水
みず

 累  

日
ひ

ノ
の

宮
みや

礫・砂泥互層（Hg および Hs） 

図幅地域の射水羽羽北部にかなり広く分布する。下位の新第三系（調井谷泥岩層） 

に不整合に重なる。上位には，大閤山火砕岩層が整合に重なる。本層分布地のうち， 

南部の尾根筋には下半部の礫層のみが分布し，北部の台地地域では上半部の砂泥互層 

がおもにみられる。層厚は，北部で 30 m 前後である。 

下半部の礫層は，おもに南部および西縁部の尾根筋に分布する。北部の砂泥互層分 

布地では，その発達は悪いが，基底部に挾まれる。礫層は，花崗岩・流紋岩・安山岩 

などの 5～10cm 大の亜円礫結主材とする。礫は密集しており，その配列には方向性 

がみられない。礫層は，著しく調化しており，が灰 色結呈することが多い。礫層分  

布地外でも，この付近の尾根筋では，礫結含んだ灰 色の粘内結みることが多い。こ  

れは，この礫層の調化した残留物であろう. 

一方，この下部礫層の下位，調井谷泥岩層との中間には，ところによって局部的な 

薄い砂層が挾まれる（例えば，羽羽東部の平野付近や同西部の生源寺新南方など)。 

この砂層は著しく調化してが灰 色結呈する調井谷泥岩の上に不整合に重なる厚さ  

1～3 m の粗粒ないし中粒の灰状砂層であり，基底部には 1～2 cm 大の流紋岩・安 

山岩・チャー結などの亜角礫結伴なう。砂層の上位には，上述の日ノ宮互層の下部礫 

層が，明白な的 面結もって重なっている。本砂層は，分布が小さいので，地質図幅  

には省略した。 

上半部の砂泥互層は，羽羽北端の開析された台地地域に，ほゞ水平に分布する。砂 

層はおもに，は 色～灰 色結呈する中～粗粒の砂からなる。粗粒部では多くの細   

礫結含み，その下限に養微な的 のあと結示すこともある。泥層は，新調なときに  

調黒色結呈し，調化して灰白色となる粘粘ないし砂質粘粘層である。下部の粘粘層は 

灰状・均質のものが多いが，上部のものは淘汰がよくない。粘粘層からは，いたると 

ころで保存のよい植物化石結多産し（第 5 表，p.25)，一部ではは水貝化石（Cristaria 

plicata spatiosa（CLESSIN)）も得られる。互層の各単層の厚さは，0.3～2 m であ 

る。灰体として泥層がちであるが，とくに下部では粘粘層の占める割合が大きい（第 
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11図)。 

羽羽西部（水戸田の南方）では，砂泥互層の中部に，局地的ではあるが，かなり厚 

い礫層がみられる。この礫層は，5～20 cm 大の花崗岩・片麻岩・流紋岩・安山岩な 

どの亜円礫結主材とするものであり，礫は密集して方向性結示さない。礫層の上部で 

は，礫は小さく，かつ，あまり密集しない。礫はかなり調化している。この礫層は， 

日ノ宮互層下半部の礫層とよく似た岩相結呈するが，下位には調黒色・灰状の粘粘層 

があり，上位には砂・粘粘互層が重なるので，砂泥互層の中部に局所的に発達した礫 

層とみなした。この礫層の厚さは，不明確であるが，20 m 以上に達するであろう。 

日ノ宮礫・砂泥互層は，岩相および産出化石からみて，灰体として，呉羽山羽羽の 

峠竹屋礫・砂泥互層と対比される。あるいは，両者は，もともと一連の水域に堆積し 

た地層とみなすこともできる。本層（とくにその上半の互層部）は，産出化石からみ 

て，明らかには水成層である。 
 

太閤山
たいこうやま

火砕岩層（Tv） 

射水羽羽北部の台地表面に断片的に分布する。呉羽山羽羽における呉羽火砕岩層と 

よく似た岩相結示す。本層のもっともよい露頭は，太閤山部落付近でみられる。他の 

場所では，たいてい羽羽の平坦な尾根筋（ことに畑になっている所）で，安山岩質ス 

コリ暗の散在結みるにすぎない。厚さは，5 m 結外である。 

本層は，安山岩質のスコリ暗（0.5 cm 大）層結主としている。基質は安山岩質の粗 

粒砂である。多くは灰状であるが，ときに斜交ラミナもみられる。また，こゝではス 

コリ暗層の間に，灰白色の粘粘質層が挾まれる。 
 

直
ちょく

 使
し

 塚
づか

 礫 （Ct） 

南隣の八尾図幅地域結（直使塚付近）から，本図幅地域南縁部にかけて拡がる海抜 

90 m 前後の台地結つくる礫層である。かつて，八尾図幅において，高位段羽礫層と 

呼んだものの一部である註8)。 

本層は，花崗岩礫結主材とし，安山岩礫なども混じる。20cm 大以下，普通 5～10cm 

大の亜円礫からなる。礫はあまり密集せず，また，方向性結示して配列することも少 

ない。厚さは，約 30 m である。この礫層の上には，厚さ約 3 m のローム様の灰 色  

粘内が重なっている。 
 

庄川段
しょうがわ

丘礫（St1 および St2） 

羽羽西縁に沿って，南北にのびる段羽がある。段羽面の最高所は，本図幅地域結 

で海抜約 58 m である。段羽の最高位面は，段羽の中央結尾根状に走り，その西側に 

はもう一段の明確な面がある。この両者が庄川によって形成された段羽である。最高 

位面の東側には，和田川によって形成された 2～3 段の段羽が存在する。各段羽と 

も，北方へ次第に低くなる。冲積面との比高は，最高位面が，図幅地域南縁で約 25 

m であり，その西側の下位面では，南部で約 20 m，北部で約 10 m である。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 8) 八尾図幅説明書では，八尾図幅地域結の高位段羽礫層と，本図幅地域結の射水累層と結同厚期のものと 

して扱った。しかし，こゝでいう直使塚礫層と射水累層との間には，分布高度や表面の開析度などの点 

で，大きな違いがあり，直使塚礫層結より新しいものとするのが妥当である。 

第 11 図 日ノ宮礫・砂泥互層（上部）の柱状図 
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庄川の段羽は，主として扇状地性の粗大な礫層によって構成されている。この段羽 

礫層は，おもに花崗岩・片麻岩の礫からなり，安山岩礫および流紋岩質凝灰角礫岩の 

礫もまじる。礫径は，ふつう 10～20cm であり，多くは亜円礫である。礫の密集部と 

非密集部とが厚さ約 1 m ごとに互層し，不明白ながらほゞ水平な層灰結示すことが多 

い。西側の下位面の最上部には，ところにより，厚さ 1 m 結外の泥質粗粒砂層がみら 

れる。 

 

和
わ

田
だ

川
がわ

段丘段段（Wt）  

庄川段羽の東側に分布する 2～3 段の段羽は，和田川によって形成された段羽で 

ある。こゝでは，段羽堆積物は，庄川段羽に較べて薄く，最厚でも約 3.5 m，普通は 

2 m 結外にすぎない。一般に最下部の約 0.5m は礫層であり，その上に厚さ 1.5～3m 

の砂層が重なる。 

礫層の礫は，おもに 5～10cm 大の流紋岩質凝灰角礫岩・花崗岩・安山岩などの亜 

円礫およびチャー結の細礫であり，これらがかなり密集して礫層結構成している。こ 

れらの礫の大部分は，庄川の段羽礫層から洗い出されて再堆積したものであろう。上 

位の砂層は，おもに 色結呈する灰状の中粒ないし細粒砂からなり泥質である。その  

下部で，しばしば含磯部結レ結ズ状に挾み，下位の礫層と漸移している。この砂層の 

部分は，おもに調井谷泥岩の分解物が再堆積したものであろう。 

庄川段羽・和田川段羽および新第三系の関係結模式的に示すと第 12 図のようにな 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低位段丘礫層（tl）  

射水羽羽結の小河川に沿って，比高約 1～2 m の，小規模な段羽が分布している｡ 

段羽には，0.5 m 結外の薄い礫層結のせるものもあるが，表面に礫層がなく，直接, 

新第三系の泥岩が露出しているところもある。 

 

Ⅱ．3．3 二上山羽羽の第四系 

 

上
かみ

田
た

子
こ

礫礫礫礫（Kg）  

本層は，おもに海老坂峠から西の羽羽地に広く分布し，本図幅地域結では，その東 

半部のみがみられる。基底面はゆるく北方へ傾き，北部では羽羽の主体結なすが，南 

部では尾根上にのみ分布する。厚さは，約 80 m に達する。下位は北陸層群の各層結 

不整合に覆い，上位には窪砂層が不整合に重なる。 

本層の下部は，おもに礫層からなっている。礫層は，10～20cm 大の亜円礫の密集 

層である。礫の種類は，片麻岩・花崗岩や太美山層群に由来するとみられる流紋岩・ 

同質凝灰角礫岩および少量の安山岩であり，チャー結の細礫も混じる。この礫層は， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 12 図 射水羽羽西緑部の模式断面図 
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上方へ次第に礫が小さくなり，厚さ 1 m 結外の砂層結挾むようになる。上部はおもに 

色の中粒～粗粒の砂層結挾む調黒色の砂質粘粘の厚層からなっている。粘粘層には  

植物厚片が多い。三木が第 6 表のような植物化石の産出結報告した乱橋の Trapa 層 

は，本層上部の粘粘層である。結泰寺付近から東では，礫層はあまり発達しない。 

化石としては第 6 表のもののほか，結泰寺南方の本層から，Juglans manshurica 

MAX.（Sieboldiana type）結産した。また図幅地域西方であるが，氷見市南部の堀 

田付近では，Corbicula sp.,  Potamocorbula? sp. などの貝化石結産した。 

 

窪
くぼ

 砂 （Bs）  

本層は，氷見市南部に拡がる海抜 25～45 m の平坦な台地結つくる地層である。台 

地地域の南半部では,台地の下部に埴生累層や上田子礫・粘粘層が露出しており,窪砂 

層は台地上半部の約 10 m 結占めている。窪砂層の基底面は著しく平坦で，台地南端 

部でもっとも高く，それより北および東へ向かって次第に低下する。この地域の本層 

基底面は，かつての波 面の保存された部分であろう。台地地域の北半部では，乱橋  

付近結のぞいて，窪砂層が台地灰体結つくっている。こゝでの窪砂層の厚さは 25 m 

以上に達する。 

窪砂層の基底部には，多くの場所で，5 cm 大の亜円礫層や含礫粗粒砂層（ともに 

厚さ 20～50cm）がみられる。なお，図幅地域西方での台地北端部には，こゝで述べ 

た基底層よりさらに下位の層準（厚さ10 m＋の灰状中粒砂層）が，窪層の最下部と 

してつけ加わっている。 

本層の下半部は，おもに灰状・均質で，調 色結呈する中粒～細粒の軟弱な砂層か  

らなっている。淘汰はかなりよく，まれに，花崗岩などの 1 cm 大の円礫がみられる 

にすぎない。上半部は，灰白色の粗粒砂結主とし，層灰が発達しており，斜交層灰も 

みられる。また，南部では上半部に花崗岩などの 1～2cm 大の円礫が散在したり，レ 

結ズ状に集中したりして入っている。本層中には，多くの場所で，小規模な層結断層 

がみられる。 

結泰寺付近では，本層の周辺部がみられるが，こゝでは，新第三系の凝灰質泥岩の 

3 cm 大の角礫が砂中に混入している。 

上田子層と窪層との分布地の地形結みると，前者が著しく開析された羽羽地結つく 

るのに反し，後者の堆積面は平坦な台地面結残している。したがって，両者の間には, 
 
 
 

 

 

 

 

 

かなり大きな堆積間質が予想される。 

本層の堆積環境結示すものとしては，結泰寺から西方へ通ずる道路の南側で，穿孔 

貝に穿孔された礫（新第三系の泥岩礫；径 20cm 大）が数個みいだされた。このこと 

から窪層が海成層であることが明らかになった。そして，台地地域南半部の窪層はか 

つての海進註9) に伴なって，波 台上に堆積した地層であり，北半部のものは波 台   

の前面に堆積した部分であろう。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註9) この海進は，おそらく南関東における下末吉海進に相当するものであろう。 

図版 4  上田子礫・粘粘層の成層状態（小竹の西方 Loc. 33）
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一 宮
いちのみや

礫（ It）  

本層は，伏木西方から雨晴付近にかけて，おもに海抜 100 m 以下の尾根上に平坦面 

結つくって分布している。分布は断片的であり，平坦面の発達も悪い。平坦面は，地 

形的にみれば，さらに 2～3 段の面に区分されるであろう。礫層の厚さははっきりし 

ないが，北部では 10 m 前後である。 

本層は，岩崎ガ鼻以北の海岸地域では，花崗岩・片麻岩・安山岩・チャー結などの 

5 cm 大以下の円礫が，やゝ泥質の粗粒砂中に散在した含礫砂層からなっている。と 

きには，上記のような礫からなる礫層と，細かいラミナの入った泥質砂とが互層する 

こともある。基底面はかなり凹凸結もっている。 

伏木西方の尾根筋では，礫として，上記のもののほかに，背後の二上山羽羽の新第 

三系から由来した凝灰質泥岩礫（多くは 10cm 大以下の亜角礫，ときには 5 cm 以下 

の円礫）結もっている。こゝでは，礫層中に泥質層の夾みが多い。この泥質層は，新 

第三系の泥岩礫の分解物からできているようである。また，この付近では，礫層分布 

地以外でも，尾根上に花崗岩・片麻岩などの基盤礫が散在しているのが，しばしばみ 

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本層は，その分布の位置や高度からみて，羽羽北西部の上田子礫・粘粘層に連続す 

るものであろう。 

 

伏
ふし

 木
き

 礫 （Ft）  

本層は，伏木市街地の背後に拡がる海抜 20～30 m の段羽結構成する礫層である。 

厚さは地表でみられる限りで，約 20 m である。 

本層は，ほとんど礫層からなるが，礫の密集部・非密集部および砂がちの部分の存 

在によって，不明白ながら，ほゞ水平な層灰結みることができる。一般に斜交ラミナ 

が著しい。部分的に泥質層が挾まれ，植物化石結含んでいる（第 6 表)。本層の模式 

的な露頭は，羽羽南縁の小矢部川に面する崖(城光寺橋の北側，図版6）でみられるが, 

一般に上半部で礫が密集し，下半部であまり密集しない傾向がある。ときに，小規模 

図版 5 窪 砂 層（乱橋中学校富） 

第 7 表の下部結示す（Loc. 34)  層結断層がみられる

図版 6 伏木礫層（城光寺橋北詰の西方，層結断層がみられる Loc. 35） 
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な層結断層がみられる。礫層は，花崗岩・安山岩・チャー結および太美山層群のもの 

とみられる流紋岩・同質凝灰角礫岩などの 5～20 cm 大の亜角礫結主材としている。 

段羽表面には，普通，1～3 m の厚さの調化粘内がみられる。このほか，ところによ 

っては，調化粘内のすぐ下位に，4 m 結外の厚さの粘粘層が発達している。 

本層は，その表面の開析度や海抜高度からみて，羽羽北西側の窪砂層と対比される｡ 
 

Ⅱ．3．4 高岡台地の第四系 
 

高岡
たかおか

礫 （ Tt1 および Tt2 ） 

その上に高岡の市街地が発達する海抜高度 12～13 m と同じく 7～8 m の 2 段の段 

羽結つくる礫層結一括して，高岡礫層と呼ぶ。市街地であるため，古城公園付近結除 

いて，露出が悪く充分なことは判っていない。この台地は，北および西側では，明瞭 

な段羽崖結示すが，南側では庄川の扇状地に覆われ，その境ははっきりしない。 

礫層は，花崗岩・片麻岩・石英斑岩・安山岩などの 10 cm 大以下，普通 7～8 cm 

大の円礫からなっている。礫は密集しているが，その配列にはほゞ水平な層灰結うか 

がうことができる。ときに灰白色の泥質層結挾む。礫層表面には，厚さ 1 m 結外のロ 

ーム様の粘内がある。 

深井（1958）は，高岡の高位段羽面結，伏木段羽の面と対比している。 
 

Ⅱ．3．5 冲 積 層（a） 
 

冲積層は，本図幅地域の大半結占める平野結つくって広く分布する。大別すれば， 

東西両側の富山・砺波の扇状地性の平野と，中央部の射水の海岸平野とに 3 分される｡ 

この平野地域では，多数のボーリ結グが行なわれており，それらの資料結まとめた文 

献として，蔵田・他（1955)，深井（1958)，藤井・坂本清次（1961）などがある。 

以下これら結参照して記述する。 

富山平野 南部では，粘粘層結挾む砂礫層が，ほとんど灰体結占める。新第三系ま 

での深さは，50～80 m であり，その下半部は洪積層であろう。北部の海岸寄りでは 

下部は同様の砂礫層であるが，上部に砂泥互層が発達する。砂泥互層は，北へゆくほ 

ど厚くなり，20～40 m の厚さである。 

砺波平野 高岡市周辺の平野では，一般に，上部に砂泥互層があり，下部は厚い砂 

礫層からなっている。砂泥互層の厚さは，北方へ次第に増加し，高岡付近で 30～40 

m，海岸近くでは 90 m に達する。 

射水平野 海岸地域におけるボーリ結グ資料によれば，この平野では，新第三紀層 

は約 200 m の深さに潜在している。洪積層は厚さ 100～150 m で，主として，下部に 

厚い礫層があり，中部に砂層や泥層があって，その上に，ふたゝび礫や砂が重なる。 

この下部は呉羽山礫層に，中部は射水累層に，上部は友坂・境ノ新礫層に相当するも 

のであろう。 

この上位にある冲積層は，淘汰のあまりよくない中粒砂と調灰色粘粘層との，3～ 

4 m ごとの互層からなっている。冲積層の厚さは，平野北西部の放生津潟に向かって 

次第に増加する傾向があり，もっとも厚いところで 70 m 前後に達する。 

冲積層からは，地下 20 m 前後のところでアカガイが，10 m 前後のところでシジミ 

の厚片が産出している。また，放生津潟付近では，地下 0.1～0.5 m のところに，厚 

さ 0.2～1.1 m の泥炭層（ヨシの遺体結主とする）が分布している。一方，呉羽山羽 

羽北端の北代貝塚（海抜 4.5 m）は，繩文前期の遺跡であるが，シジミ結主とする主 

は貝塚であり，その下層からはアカガイ厚片結少量産する。 

以上のことからみて，射水平野地域は，冲積世初頭の海進期（現在に較べて約 5 m 

の海面上昇が推定される）において，一帯の海水域であったが，その後，砂嘴の発達 

や海退と埋積が相伴なって作用し，潟湖の状態結へて，現在の冲積平野結形成してい 

ったものであることが判る。現在，平野北西隅にみられる放生津潟は，この水域が， 

埋積と干拓（江戸厚代中・後期）によって狭められた，なごりの姿結とゞめているも 

のである。 

一方，平野地下にみられる泥炭層の連続は，現海岸線から約 100 m の沖合まで分布 

が知られており（高瀬；1951)，埋積による平野の形成と同厚に，海岸線の後退によ 

る平野の縮少も起こってきたことがわかる。江戸厚代の古地図などからみても，四方 

付近では，現在よりかなり北方まで，陸地が拡がっていたこと結知ることができる。 

氷見平野 図幅地域北西隅には，氷見平野の冲積層の一部が分布している。この平 

野も，射水平野と同様な過程（すなわち，冲積世初期の海進による海域化―砂嘴の形 

成による潟湖化―その後の海退と埋積とによる冲積平野の形成）結へて形成されたも 

のである。 
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現在の氷見平野の南部(石動図幅北東隅から邑知潟図幅南東隅にかけての地域)には 

大伴家持の数多くの歌にも残されているように, 今から約 1,200 年前註10),“布勢
ふ せ

の海” 

と呼ばれる潟湖があった。現在ではそのなごりは，わずかに十二町潟にしのばれるに 

すぎない。 

氷見平野の冲積層は，ボーリ結グ資料によると，最大層厚 30 m 前後であり，その 

大部分は泥層からなるもののようである。一部では水田面下 1 m 結外のところに，厚 

さ 0.2～0.3 m の泥炭層が発達する。また，水田面下 5 m 結外のところで，海棲貝類 

の遺骸結産することもある。 
 

Ⅱ．3．6 砂 羽 砂 （Sd） 
 

氷見平野の海岸に沿って，富山湾岸で例外的に砂羽が発達している。砂羽は，氷見 

平野の海岸沿いに，南東は高岡市雨晴から，北は阿尾川河口（邑知潟図幅地結）ま 

で，海に向かって凹面結向ける三日月形結なして発達している。砂羽の延長は約 8 km, 

幅は最大 1.5km，普通 500～800m，高さは最高 15m，普通 5 m 結外である。この砂 

羽は，平面的な配列状態からみて，旧期・中期・新期の 3 つの砂羽列に区別される。 

新期砂羽列はもっとも海に近く，旧期砂羽列は，もっとも結陸側に分布する。旧期砂 

羽列は，その上から出粘した粘器類からみて，少なくとも弥生末期にはすでに存在し 

ていたことがわかる。本図幅地結では以上の砂羽のうち，南東部の約 1/3 がみられる｡ 

砂羽結構成する砂は，おもに，庄川・小矢部川によって海へ運び込まれた粘砂が， 

沿岸流で運ばれ，海浜に打ち上げられて堆積したものである。砂は汀線付近では 98 

％の石英粒と，2 ％の片麻岩・砂岩・ジルコ結粒とからなっている（橋本；1959)。 

 
 

Ⅲ．応 用 地 質 
 

Ⅲ．1 地 下 水 
 

図幅地域結の地下水は，3 つの系統にわけられる。1 つは常願寺川および神通川水 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註10) 大伴家持が越中結守として在任したとき（746～751年）の多くの歌に詠まれている。 

系の地表水によって養われる常願寺川系の地下水，1 つは庄川および小矢部川水系の 

地表水によって養われる庄川系統の地下水，1 つはその中間にある下条川系統の地下 

水である。 

常願寺川系の地下水の一部は，標高 35 m 付近で扇端泉となって湧出し，標高 15～ 

20 m 以下の低地では自噴井によって排出されている。被圧地下水の温度は，帯水層 

の深度によって異なり 

20～40 m層    15～18℃ 

50～60 m    17～17.5℃ 

60～90 m       18℃ 

である。 

庄川水系の地下水の一部は，標高 20～30 m に扇端泉となり，また標高 15 m 以下の 

ところでは自噴井によって排出されている。被圧地下水の温度は，高岡・伏木市結で, 

60 mまでの層   13～15℃ 

70 m以深     15～17℃ 

である。 

下条川系の地下水は，放生津潟から神通川までの間に分布する Fe＋2 および Cl－に 

富む地下水である。常願寺川系，庄川系の地下水は一般に良質（Fe＋2微量・Cl－10PPM 

＞）であるが，この系統の地下水には Fe＋2 が 1 PPM＜，Cl－が 100 PPM＜含まれてお 

り，とくに，100 m 以深の地下水には Cl－が多い。したがってこの地区には飲料用水 

としての判定基準に適合するような地下水はほとんど存在しない。 

富山市街地以北の地区には，帯水層が 2 層存在しているが，深度 50～60 m 層の透 

水性は 60～90 m 層のそれよりも大きく，比湧出量は，上層で 500 ｍ3/d/m，下層で 

100ｍ3/d/m である。高岡市街地における深度 30～60 m 層は伏木および新湊市の 

70～90 m 層よりもはるかに透水性に富み，比湧出量は 8,000ｍ3/d/m および 130ｍ3/ 

d/m である。 

 
 

Ⅲ．2 天 然 ガ ス 
 

射水平野の海岸部は，射水ガス田と呼ばれる天然ガス産出地域であって，昭和 25 
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年ころから開発されてきている。産ガス層はすべて第四紀層で，深さ 70～200 m 間の 

砂泥互層である。この砂泥互層は，おそらく羽羽部における射水累層（呉羽山羽羽の 

峠竹屋互層，射水羽羽の日ノ宮互層）に相当するものであろう。一般に，1 井あたり 

の産ガス量は海岸寄りほど多く，海岸部で 500～800 ㎥/日である。 

天然ガスは現在，射水天然ガスおよび北陸天然ガスの 2 会社によって稼行されてい 

る。両社のガス産出量はほゞ等しく，あわせて月産約 13 万 ㎥ である。産出ガスはす 

べて，都市ガスとして利用されており，新湊市の都市ガスの灰部および富山市の都市 

ガスの一部結まかなっている。 

 
 

Ⅲ．3  粘 粘 

 

図幅地域中央部の射水羽羽北端部（水戸田地区）では，多くの中・小工場註11) によ 

って粘粘 が生産されており，富山県下における主っな粘粘 産地の一つとなってい   

る。粘粘 の原料は，すべて第四系の日 ノ宮礫・砂泥互層中の粘粘であり，とくにそ 

の調化して灰白色結呈する部分が用いられる。混ぜ物としては，能登半島基部（石川 

県側）の籔田層の細粒砂岩が用いられる。 

この水戸田地区の粘粘 の年産こは，昭和  36 年度(推定）では，33,395 坪（約 167 

万枚，4,600 万円）に達する。 

 

Ⅲ．4 白色細粒凝灰岩 

 

図幅地域西部の東砺波郡中田町島新から，南隣の八尾図幅地結の砺波市下山田にか 

けての地域では，和田川の段羽礫層の下の調井谷泥岩層（音川累層）中の白色細粒凝 

灰岩が,“珪石”と称せられて，浅野鉱業(代表者，浅野外治)によって採掘され，み 

がき砂などに利用されている。採掘地域は，島新から下山田にいたる和田川左岸の南 

北 1 km，東西 30～50m 註12) の範囲結であり，段羽面の下に多数の結道結掘って採掘 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註11) 昭和34年現在の工場数は28。 

註12) 排水および搬出（かつては和田川の水運結利用したという）の便宜のため，和田川に沿った部分だけが 

稼行されている。 

がつゞけられている。採掘は北部の島新地域から始まり，現在では南部の下山田地域 

(八尾図幅地結)でのみ稼行されている。 

稼行の対象となる凝灰岩は，北部で約 0.5 m，南部で約 2 m の層厚のものが 1 枚で 

ある。この凝灰岩は，ときに落差 30cm 結外の小断層に切られることもあるが，ほゞ 

水平（わずかに北落ち）に拡がっている。凝灰岩層の天盤から段羽堆積層の基底面ま 

での間隔は，灰般的にみて 5 m 結外である。 
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（Abstract）  

 

 

GEOLOGY 
 

T h e m a p p e d  a r e a  i s  s i t u a t e d  i n  t h e c e n t r a l p a r t  o f T o y a m a  

prefectu r e , n or th ern pa rt of th e cent ra l Jap an .  Allu via l p la ins a r e 

wid ely d e ve lop ed in th is area .  Ter t iary a nd P leis toc en e s tra ta a r e 

dis tr ibut ed at thr ee separat ed h il ls（ Kureha ya ma , Imizu and Fu taka - 

miya ma h i l ls) .  Th e T er t ia ry a n d Qu a tema r y s ys t em s in t h is a r ea  

are cor r elat ed as s h own in Tab le 1 .  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NEOGENE TERTIARY（Hokuriku group）  
 

Kurehayama Hill 
In this area ,  Neogene Tert iary strata are exposed at the cliff on 

th e s ou th ea s t ma r g in o f t h e h i l l .  T er t ia ry a n d P le i s to c en e s t r a t a  
inclinin g westward belong to the west wing of a buried anticl ine,  the 
m os t p a r t s o f wh ic h a r e c on c ea l ed b y t h e a l lu vi a l d ep os it o f t h e 
Toyama plain.  The strat igraphy of the Tertiary system is in descend- 
ing order, as follows. 

Chōkeiji sand member………buff or light brown colored , medium～  
coars e-gra in ed ma ss ive sa nd ,  with th e int er ca lat ions of gra vel b eds ,  
1～3 m th ick and th in tu ff la yers .  70 m in th ickn ess．  

An′yōbō sandstone and mudstone alternation member………45 m±  
in th ickn ess .  

Upp er part（30 m ±)； r egu lar a lt ernat ion of f in e-gra in ed sand - 
ston e and s i l ts t on e.  

Lower par t（15 m ±)； gra yish mass ive s i l ts t on e.  
Nis hito ya ma sands ton e memb er……… b lu ish gra y color ed ,   mudd y 

f in e-gra in ed , mass ive sandston e，100 m＋ in th ickn ess .  
 

Imizu Hill 
In th is area ,  Neogen e Ter t iary strata b elon g t o th e Aoidani mud - 

ston e memb er of th e Otoga wa forma t ion .   Th is mudston e memb er is  
comp os ed of ma in ly b lu ish gra y color ed , mass ive n on -b edd ed , cla yey  
si l ts t on e chara ct er ized by th e wa vy laminat ions .   Strata in cl in e gent ly  
north ward .    Th e th ickn ess of th is memb er atta ins more than 500 m 
in clu d in g th e s outh ern ad ja cent a r ea .  

 
Futakamiyama Hill  
In th is a r ea ,  Neogen e strat a form a d ome-shap ed ant icl in e, cut  

off b y fau lts at th e west margin（ f ig . 1， p . 7) .  Th e strat igraph y is  
in d es cend in g ord er ,  as fol lows .  

Ha nyū format ion………a lt ernat ion of gra ve l ,  sand and  mud .  In  
th is area , th is format ion is cha ra ct er ized mass ive bu ff sand . 70 m±  
in th ickn ess．  
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Jōkō j i mud ston e memb er………gra yish color ed , mon otonous mud - 
ston e .  120 m＋ in th ick n ess .  

Ya da sa nds ton e memb er………gra yish wh it e co lored ,  med iu m～  
coars e-gra in ed sa ndston e, with part ia l ly fos s i l i ferou s ca lcareous fa cies .  
Th e foss i ls yield ed from th e ca lcar eous parts are sh own in t h e Tab le 
3（ p .17) .  200～250 m in th ickn es s .  

Futa ka mi s i lts t on e memb er………gra yish or gra yish brown color ed ,  
coars e-gra in ed s i lts t on e.   Th e th ickn ess of th is memb er atta ins ab ou t  
200 m in s outh ern win g of th e ant icl in e and 50 m in n orth ern win g .  

Hac hibuse sandston e memb er………700 m＋ in th ickn ess .  
Upp er p art; gra yish wh it e or gra yish brown color ed , med ium～ f in e -  

gra in ed sandston e.  
Lo w er p a r t; b r own or d a rk b r own color ed ,   m ed iu m- gr a in ed ,  

mass ive sandston e．  
 
 

QUATERNARY 
 

Kurehayama Hill  

Kure ha ya ma grave l be d 

T h is  g r a v e l b ed  d i s t r i b u t ed  a t  t h e w e s t er n s lo p es  o f t h e h i l l  
over l ies un con formab ly th e upp er par t of th e Hoku r iku group .   Th is  
bed is comp osed ma in ly of gra vel b ed with th e int er ca lat ion s of th in  
la yer s of coars e-gra in ed sand .   Th e th ickn es s is 30 m in the n orth er n  
parts and more than 50 m in the s outh ern pa rts .  

Tōgec ha ya gra vel , sand and mud a lt ernat ion memb er………20～30  
m in th ickn ess .  

Lower par t; gra vel b ed（10 m in th ickn ess) .  
Upp er part; a lt erna t ion of sand and mud with th e in t er calat ions of  

peat or cla y b eds .  Th e l is t of p lant fos s i ls from th is  
bed is sh own in the Tab le 5-1（ p .25) .  

Kita da i sand memb er………da rk gra y color ed ,  and es it ic ,  coars e -  
gra in ed sand with gra vel b ed in th e eas t ern par t .   Th ickn ess is 5 m 
in th e ma in p art ,  but in th e ea st ern p art at ta in s more tha n 30 m.  
Th is sand b ed forms th e f la t t erra ce（ ab ou t 20 m ab o ve the s ea le vel)  
develop ed in th e n orth ern part of th e h il l.  

Kure ha p yroclast ic memb er……8 m± in th ick n ess .  
Lower part; a lt ernat ion of f in e tu ff and sand y tu ff（ or tuffa ceous  

sand)………5 m th ick .  
Upp er par t; mass ive and es it ic s cor ia……3 m th ick 
To mosa ka gra vel b ed………t erra ce gra vel b ed loca lized at th e s outh - 

wes t en d of t he Ku reh a ya ma h i l l a n d ea s t ern ma rgin of t h e I mi z u  
hil l………30 m th ick .  

Sa ka ino s hin gra vel b ed………d iss ect ed fan gra ve l b ed d eve lop ed  
between th e Kureha ya ma and Imizu h il ls………40 m t h ick .  

T h e d i s s e c t e d  f a n  g e n t l y s l o p e d  n o r t h w a r d  i s  b u r i e d  b y t h e 
a l lu via l d ep os its of th e Imizu p la in a lon g t h e contou r l in e 5～ 6 m 
above th e s ea level .  

 
Imizu Hill  
Hino miya gra vel ,  sand a nd mud a lt ernat ion memb er………20 m±  

in th ickn ess .  
Th is memb er d ist r ib ut ed at th e n or th ern p art of th e h il l u n con - 

formab ly over l ies Neogen e mudston e and sl igh t ly in cl in es n orth ward .  
Lower part; ma in ly comp os ed of gra vel b ed d istr ibut ed alon g th e 

r id ges of th e h il l .  
Up p er p a r t; ma in ly c omp osed of a lt ern a t i on o f s a n d a n d mud . 

Th e p la n t fos s i ls y ie ld ed fro m t h is p ar t a r e sh own  
in Tab le 5-2（ p .25) .  

Th e Cho kus hizuka gra vel b ed , th e Shōga wa t erra ce gra vel b ed an d  
th e l o w er t er r a ce gra ve l b ed a r e c o mp os ed ma in ly o f gra ve l b ed .  
Th e Wa daga wa t erra ce b ed is comp os ed ma in ly of mudd y sand excep t  
basal gravel b ed .  

 
Futakamiyama Hill  
Ka mita ko gra ve l and cla y memb er………80 m± in th ickn ess .  Th is  

memb er d e velop ed in t h e h il ly la nd of t h e s ou th ern s uburbs of th e 
H im i c i t y is u n d er l a in b y t h e u p p e r p a r t o f t h e H o k u r ik u  gr ou p .  
Th e p lant foss i ls yield ed from th is memb er are sh own in Tab le 6-1  
（ p .33) .  

Lower part; ma in ly comp os ed of gra vel b ed with th e in ter ca lat ion  
of sand b ed．  
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Upp er par t; ma in ly comp os ed of dark b lu e cla y b ed .  
Kubo sand memb er………35 m± in th ickn ess .  Th is sa nd memb er  

forms t h e f lat t er ra ce (ab out 30 m ab ove th e s ea level) in th e n orth -  
west ern corn er of th e mapp ed area .  

Lower par t; f in e～ med iu m-gra in ed ,  loose bu ff sand .  
Up p er par t; coars e-gra in ed ,  la minat ed s and with th e p ebb le or  

lent icu lar gra ve l b eds .  
Ichino miya gra ve l be d a nd Fus hiki gra ve l be d 
Th ese b eds are comp os ed ma in ly of gra vel .   Th e la t t er const i tut es  

the f lat t er ra ce on th e western s id e of th e Fus h ik i t own .    Th e p lan t  
foss i ls yield ed from th e la t t er are sh own in Ta b le 6-2 (p .33)  

Ta kao ka gra ve l be d 
This gra vel b ed forms th e t erra ces d ivid ed into two st eps at th e 

cit y of Taka oka．  
 

Alluviu m 
In th e Toya ma and Tona mi p la in s ,  a llu via l d ep os its are ma in ly  

mad e of th ick gra ve l b ed formed as th e fans of th e Jōgan ji and Sh ō  
r iver s .   Allu via l d ep os its of th e Imizu p la in ma in ly cons is t of san d  
and mu d b eds formed as la goona l d ep os its .   Th e ma ximu m th ickn es s  
o f t h e a l lu viu m k n o wn in t he nor th w es t ern c or n er o f t h e p la in is  
about 80 m．  
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